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1．緒言 
わが国における喫煙に起因する年間死亡数は、能動喫煙によって約 13 万人、受動喫煙により約 1
万 5 千人と推計されている 1）。近年、受動喫煙は肺がんや虚血性心疾患等、様々な疾患との因果関
係が明らかとなり、受動喫煙による健康影響が問題とされている 2）。    










 屋外であっても、1 人の喫煙者の 4 メートル以内では、急性の健康被害が起きる濃度の直径 2.5µm
以下の微小粒子状物質（PM2.5）ならびに発がん物質に晒されることから 4）、タバコ煙の影響を回避




































2.2.2.  屋外公共喫煙所周辺の PM2.5濃度 
本学学生が受動喫煙に曝露される通学路上の公共喫煙所周辺における PM2.5を測定し、タバコ煙に
よる曝露を定量的に評価した。測定場所は、京王堀之内駅のスクールバス停と近接している開放系
屋外公共喫煙所付近とした。当該喫煙所は平成 28 年 9 月までは植栽式であったが(図 1)、平成 28
年 10 月よりガラスパネルを用いた塀状式に変更された(図 2)。そこでパネル塀状式の喫煙所周辺の
3 カ所（①喫煙所パネル付近②喫煙所から 5ｍ離れたバス停待合③喫煙所から 8ｍ離れたバス停先
頭）とした（図 2-2）。PM2.5濃度の測定には、可搬型 PM2.5 測定器（Air Monitor TH-A1、三和製作
所）を使用した。測定日時は平成 30 年 10 月 31 日ならびに 11 月 1 日の両日午前 9～10 時とした。
各測定地点における PM2.5 濃度は、喫煙所における喫煙者が不在時を Baseline として測定した後、


















置されている公共喫煙所の間仕切り変更前（平成 28 年度）と変更後（平成 29 年度）における調査
項目の比較については、いずれもχ2検定あるいは Fisher の正確確率検定を行った。 
統計解析には JMP14（SAS Institute Inc., Cary, NC, USA）を使用して両側検定を用い、有意水
準を 5％とした。      








学生は 93 名（8.8％）、女子学生は 11 名
（0.8％）と、男子学生の喫煙率は女子学生と比
較して有意に高かった（P＜0.001）。また、学
部・学年別の喫煙率は薬学部 1 年 0％、2 年
0.3％、3 年 1.7％、4 年 7.1％、5 年 7.3％、6 年
6.1％、大学院 5.9％、生命科学部 1 年 0％、2 年














表 1 分析対象者の平成 29 年度における基本属性 
表 2 分析対象者の受動喫煙状況（喫煙習慣別） 
n ( % ) n ( % ) n ( % ) n ( % ) n ( % ) n ( % )
分析対象者 2325 ( 100 ) 2272 ( 100 ) 67 ( 100 ) 82 ( 100 ) 66 ( 100 ) 104 ( 100 )
受動喫煙
　なし 1071 ( 46 ) 1124 ( 49 ) 20 ( 30 ) 30 ( 37 ) 4 ( 6.1 ) 12 ( 12 )






平成28年度 平成29年度 平成28年度 平成29年度
喫煙未経験者 過去喫煙者
P
n （ ％ ） n （ ％ ）
分析対象者 1777 （100 ） 681 （100 ）
学年
1年 6 （ 0 ） 2 （ 0 ）
2年 405 （ 23 ） 215 （ 32 ）
3年 289 （ 16 ） 235 （ 35 ）
4年 325 （ 18 ） 176 （ 26 ）
5年 439 （ 25 ） ‐
6年 296 （ 17 ） ‐
大学院 17 （ 1 ） 53 （ 8 ）
性別
男性 790 （ 44 ） 267 （ 39 ）
女性 987 （ 56 ） 414 （ 61 ）
喫煙状況
喫煙未経験者 1634 （ 92 ） 638 （ 94 ）
過去喫煙者 63 （ 4 ） 19 （ 3 ）










割合は、両年度共にそれぞれ 1％未満ならびに 3％前後と少なかった（表 3）。一方、「通学路」ある
いは「駅・バス停」と回答した喫煙未経験者の割合は、平成 28 年度と比較して平成 29 年ではいず








者の割合は、平成 28 年度では 42％を占めていたが、平成 29 年度では 27％と有意に低下した
(P<0.001)。そのうち、「京王堀之内駅バス停」については、平成 28 年度と比較して平成 29 年度で
は 4％有意に低下したが、喫煙未経験者全体の 20％を占める 230 名が、受動喫煙に曝露されると回
答した。「JR 八王子」「平山城址公園駅」「JR 豊田駅」の 3 駅周辺については、両年度を通じてその
割合に変化は認められず、合計しても喫煙未経験者全体の 15％程度にとどまっていた。 
 
表 3 喫煙状況別に見た分析対象者の受動喫煙を受ける場所 
表 4 受動喫煙に曝露される具体的な状況ならびに場所（喫煙状況別） 
n ( % ) n ( % ) n ( % ) n ( % ) n ( % ) n ( % )
分析対象者 2325 ( 100 ) 2272 ( 100 ) 67 ( 100 ) 82 ( 100 ) 66 ( 100 ) 104 ( 100 )
大学 17 ( 1 ) 4 ( 0 ) 0.003 1 ( 1 ) 0 ( 0 ) - 5 ( 8 ) 1 ( 1 ) 0.05
大学周辺の道路 70 ( 3 ) 73 ( 3 ) 0.8 1 ( 1 ) 4 ( 5 ) 0.3 2 ( 3 ) 3 ( 3 ) 0.3
通学路 288 ( 12 ) 222 ( 10 ) 0.002 5 ( 7 ) 6 ( 7 ) 0.6 6 ( 9 ) 6 ( 6 ) 0.3
駅・バス停 423 ( 18 ) 369 ( 16 ) 0.01 7 ( 10 ) 7 ( 9 ) 0.6 7 ( 11 ) 12 ( 12 ) 0.3
レストラン・カフェ 369 ( 16 ) 287 ( 13 ) 0.002 15 ( 22 ) 11 ( 13 ) 0.8 18 ( 27 ) 19 ( 18 ) 0.5
居酒屋 396 ( 17 ) 515 ( 23 ) <0.001 29 ( 43 ) 35 ( 43 ) 0.5 42 ( 64 ) 70 ( 67 ) 0.004
バー・クラブ 21 ( 1 ) 26 ( 1 ) 0.7 5 ( 7 ) 6 ( 7 ) 0.7 16 ( 24 ) 16 ( 15 ) 0.6
ゲームセンター 70 ( 3 ) 57 ( 3 ) 0.09 7 ( 10 ) 2 ( 2 ) 0.7 9 ( 14 ) 7 ( 7 ) 0.5
カラオケボックス 90 ( 4 ) 76 ( 3 ) 0.3 3 ( 4 ) 7 ( 9 ) 0.5 18 ( 27 ) 18 ( 17 ) 1.0
パチンコ店 17 ( 1 ) 13 ( 1 ) 0.5 4 ( 6 ) 1 ( 1 ) 1.0 7 ( 11 ) 4 ( 4 ) 0.03
自宅 239 ( 10 ) 183 ( 8 ) 0.001 5 ( 7 ) 4 ( 5 ) 0.2 17 ( 26 ) 19 ( 18 ) 1.0











n ( % ) n ( % ) n ( % ) n ( % ) n ( % ) n ( % )
分析対象者 1254 ( 100 ) 1148 ( 100 ) 47 ( 100 ) 52 ( 100 ) 62 ( 100 ) 92 ( 100 )
受動喫煙時の状況
　 他人の歩きタバコ 290 ( 23 ) 264 ( 23 ) 0.3 7 ( 15 ) 9 ( 17 ) 0.8 4 ( 6 ) 15 ( 16 ) 0.1
　 喫煙所や灰皿のない場所 105 ( 8 ) 88 ( 8 ) 0.2 5 ( 11 ) 2 ( 4 ) 0.7 4 ( 6 ) 6 ( 7 ) 0.5
　 コンビニなど店先の灰皿設置場所 190 ( 15 ) 187 ( 16 ) 1.0 4 ( 9 ) 4 ( 8 ) 1.0 13 ( 21 ) 19 ( 21 ) 0.4
公共の場所 524 ( 42 ) 308 ( 27 ) <0.001 11 ( 23 ) 9 ( 17 ) 0.2 18 ( 29 ) 18 ( 20 ) 0.7
　　京王堀之内駅バス停 300 ( 24 ) 230 ( 20 ) <0.001 7 ( 15 ) 5 ( 10 ) 0.4 7 ( 11 ) 7 ( 8 ) 1
　　JR八王子駅周辺 25 ( 2 ) 25 ( 2 ) 0.9 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) - 2 ( 3 ) 6 ( 7 ) 0.2
　　JR豊田駅周辺 150 ( 12 ) 139 ( 12 ) 0.5 1 ( 2 ) 1 ( 2 ) 0.6 5 ( 8 ) 8 ( 9 ) 0.5
　　平山城址公園駅周辺 16 ( 1 ) 14 ( 1 ) 0.7 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) - 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) -












3.3 京王堀之内駅バス停待合における PM2.5測定 
 京王堀之内駅スクールバス停に隣接する屋外公共喫煙所付近の 3 カ所（①喫煙所パネル付近②喫
煙所から 5ｍ離れた待合場所③喫煙所から 8ｍ離れたバス停先頭）において、平成 30 年 10 月 31 日





市の大気中 PM2.5 は両日とも 4
㎍/㎥、風向は北、風速は 10 月






 Baseline 値は 10 月 31 日で
は 3 ㎍/㎥、11 月 1 日では 7 ㎍
/㎥であった。 
 10 月 31 日、11 月 1 日両日の PM2.5 濃度の最大値は、①では 82 ㎍/㎥、211 ㎍/㎥、②では 64 ㎍/
㎥、55 ㎍/㎥、③では 44 ㎍/㎥、17 ㎍/㎥であった。また PM2.5濃度の測定平均値は、①では 51 ㎍/








漏出タバコ煙の PM2.5 濃度平均値は、喫煙所から 5ｍ離れた待合では 34µg/m3 であり、環境省が定め
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